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聖餐式                  No. 40 
 

主日礼拝   

 

前奏 ｢今､装いせよ 暗き罪をぬぎ｣（J.S.バッハ） 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「主
しゅ

の慈
いつく

しみに生
い

きる人
ひと

はすべて、主
しゅ

を愛
あい

せよ。 

主
しゅ

は信
しん

仰
こう

ある人
ひと

を守
まも

り 

傲
ごう

慢
まん

な者
もの

には厳
きび

しく報
むく

いられる。 

雄
お

々
お

しくあれ、心
こころ

を強
つよ

くせよ 

主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

む人
ひと

はすべて。」 （詩篇 31:24，25） 
 

信仰告白 使徒信条 

我
われ

は天地
てんち

の造
つく

り主
ぬし

、全能
ぜんのう

の父
ちち

なる神
かみ

を信
しん

ず。 

我
われ

はその独
ひと

り子
ご

、我
われ

らの主
しゅ

イエス・キリストを信
しん

ず。

主
しゅ

は聖霊
せいれい

によりてやどり、処女
おとめ

マリヤより生
う

まれ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦
くる

しみを受
う

け、十字架
じゅうじか

に 

つけられ、死
し

にて葬
ほうむ

られ、陰府
よ み

にくだり、三日目
みっかめ

に 

死人
しにん

のうちよりよみがへり、天
てん

に昇り
のぼ

、全能
ぜんのう

の父
ちち

 

なる神
かみ

の右
みぎ

に坐
ざ

したまへり、かしこより来
き

たりて、 

生
い

ける者
もの

と死
し

ねる者
もの

とを審
さば

きたまはん。 

我
われ

は聖霊
せいれい

を信
しん

ず、聖
せい

なる公
こう

同
どう

の教会
きょうかい

、聖徒
せいと

の交
まじ

はり、

罪
つみ

の赦
ゆる

し、身体
からだ

のよみがえり、永遠
とこしえ

の命
いのち

を信
しん

ず。 

アーメン 
 

祈祷 
 

献金 献金箱が受付に置いてありますので、 

礼拝前にお献げください。 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

聖書 マタイによる福音書 21:18～32 
新約（新共同訳）p41 

 

朝早く、都に帰る途中、イエスは空腹を覚えられ

た。道端にいちじくの木があるのを見て、近寄ら

れたが、葉のほかは何もなかった。そこで、「今

から後いつまでも、お前には実がならないよう

に」と言われると、いちじくの木はたちまち枯れ

てしまった。弟子たちはこれを見て驚き、「なぜ、

たちまち枯れてしまったのですか」と言った。イ

エスはお答えになった。「はっきり言っておく。

あなたがたも信仰を持ち、疑わないならば、いち

じくの木に起こったようなことができるばかり

でなく、この山に向かい、『立ち上がって、海に

飛び込め』と言っても、そのとおりになる。信じ

て祈るならば、求めるものは何でも得られる。」 

イエスが神殿の境内に入って教えておられると、

祭司長や民の長老たちが近寄って来て言った。

「何の権威でこのようなことをしているのか。だ

れがその権威を与えたのか。」イエスはお答えに

なった。「では、わたしも一つ尋ねる。それに答

えるなら、わたしも、何の権威でこのようなこと

をするのか、あなたたちに言おう。ヨハネの洗礼

はどこからのものだったか。天からのものか、そ

れとも、人からのものか。」彼らは論じ合った。

「『天からのものだ』と言えば、『では、なぜヨ

ハネを信じなかったのか』と我々に言うだろう。

『人からのものだ』と言えば、群衆が怖い。皆が

ヨハネを預言者と思っているから。」そこで、彼

らはイエスに、「分からない」と答えた。すると、

イエスも言われた。「それなら、何の権威でこの

ようなことをするのか、わたしも言うまい。」 

「ところで、あなたたちはどう思うか。ある人に

息子が二人いたが、彼は兄のところへ行き、『子

よ、今日、ぶどう園へ行って働きなさい』と言っ

た。兄は『いやです』と答えたが、後で考え直し

て出かけた。弟のところへも行って、同じことを

言うと、弟は『お父さん、承知しました』と答え

たが、出かけなかった。この二人のうち、どちら

が父親の望みどおりにしたか。」彼らが「兄の方

です」と言うと、イエスは言われた。「はっきり

言っておく。徴税人や娼婦たちの方が、あなたた

ちより先に神の国に入るだろう。なぜなら、ヨハ

ネが来て義の道を示したのに、あなたたちは彼を

信ぜず、徴税人や娼婦たちは信じたからだ。あな

たたちはそれを見ても、後で考え直して彼を信じ

ようとしなかった。」 

 



賛美 441(1,2,3)「信仰をもて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説教 「後で考え直す」 

 

聖餐式 牧師のみ 

 

賛美 510(1,2,4)「主よ、終わりまで」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 

 

 

後奏 ｢主よ､終わりまで｣（K.ローウェンベルグ） 

 

司 式 光成 由樹 

説 教  向井 希夫 牧師 

奏 楽 玉理 照子 

助 餐 要田 悟史 
(準備・片付け) 

 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 
 

 

【誕生会のリタニー】 
 

司式者：神さまは、10 月生まれの方々に 

    誕生日を与えてくださいました。 

    いのちをくださる神さま、 

みんな：ありがとうございます。 

司式者：神さまは、生まれてから今日まで、 

    この方々の成長を支えてくださいました。 

    育ててくださる神さま 

みんな：ありがとうございます。 

司式者：神さまは、どんなときにもいっしょに 

    いてくださいます。 

    守ってくださる神さま 

みんな：ありがとうございます。 

司式者：神さまからの愛のプレゼント、 

    10 月生まれの方々の誕生日を 

    みんなで喜びお祝いします。 
 

祝福のお祈り 牧師 

 

 


